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●必要性と役割
　予防・ケアの先に、生活を！

　褥瘡ケアを考えていくと、褥瘡ができ
たあとどのように回復していくのかという
治療的ケア、そして、褥瘡の発生要因
を減らす予防的ケアの2つの側面に目
がいきます。リハビリテーション領域に対
する期待としても、物理療法などを用い
た褥瘡治療、褥瘡の発生要因である
関節拘縮や骨突出につながる筋萎縮、
活動性の低下などに対する働きかけが
求められます。しかし、本来「リハビリ
テーション」とは、方法論ではなく理念
です。したがって、どのような理念をもっ
て関わるのかということが重要になって
きます。褥瘡発生を予防したり、形成さ
れた褥瘡の治癒を促進したりしていくこ
とは当然のことながら、さらに大切になっ
てくることは、その先にある“生活”で
す。褥瘡を予防するだけの日々 、褥瘡

を治すことだけの日々 ではなく、毎日をど
のように暮らしていくのかという「生活の
視点」に目を向けていくことが、リハビリ
テーションの視点からは大切になってき
ます。
　褥瘡の発生リスクを有する人が活動
していく場合には、種 の々注意が必要と
なります。シーティングやポジショニング
のように、生活をしていく際の姿勢や環
境への働きかけも大切になってきます。
また、トランスファーのように姿勢を変換
していくときにも留意が必要でしょう。そ
れら一つひとつの活動をどのようにして
いくことが褥瘡予防・ケアにつながるの
かを考えていくことが、リハビリテーション
の視点となってきます（図1）。
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図１　座圧計測結果を捉える着眼点
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褥瘡予防・ケアにおける
リハビリテーションの視点

①最大値はいくらか？

②最大値を示している
　部位はどこか？

③分散している面積は？

④分散している部位はどこか？

⑤分散の左右差はあるか？
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